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【研究の背景・目的】 

再生医療の実現のためには生理活性をもつ基材
をつくる必要がある。これまでに、基材に生体成
長因子を固定化することで、細胞の成長や分化の
ような高次の細胞機能を制御できる新しい人工臓
器材料が生み出すことができることを明らかにし
てきた。本研究では、進化分子工学の手法を用い
て新しい結合性成長因子を調製し、医用材料とし
ての展開を図ることを目指す。 

ペプチド進化分子工学で、有機高分子材料、金
属・無機材料、生体組織に結合する成長因子を作
成し、医用材料あるいは医薬としての応用展開を
はかる。 

さらに、生体為害性のない範囲内で非コード・
アミノ酸の導入による拡張進化分子工学を確立し、
特異性高く強い結合性を付与できるよう試みる。
そして、調製した成長因子結合材料の生体機能性
を評価する。 
 

【研究の方法】 
 まず、ペプチド進化分子工学の方法論を確立し、
その方法論を用いた新しい結合性の成長因子を調
製し、その生物活性を検討し、動物実験などによ
り医療応用の可能性を探る。 
 

進化分子工学による結合性成長因子の調製  

ランダム配列ペプチドをコードするＤＮＡを無
細胞翻訳系にて転写・翻訳し、様々なペプチドが
ディスプレイ（表示）された状態のライブラリー
とする。 
この分子ライブラリーからターゲットとなる基
材（合成高分子、天然高分子、無機材料、金属材
料）、あるいは生体高分子や細胞、組織に特異的に
結合する配列を選ぶ。 
 
拡張進化分子工学  

非コード・アミノ酸を含有する拡張ペプチド進
化分子工学を確立し、新しい結合性の成長因子誘
導体を創成する。 
 

新規タンパク質の生物活性評価  

調製した成長因子タンパク質誘導体の有機材料、
生体材料、無機材料、金属材料への結合性を物理
化学的手法で正確に評価する。 

生物活性評価は、夫々の成長因子が刺激活性をも
つ繊維芽細胞、血管内皮細胞、あるいは間葉系幹
細胞を用いて、増殖活性や分化誘導効果などを指
標として評価を行う。また、成長因子の種類と結
合させる材料の組み合わせについて様々検討し、
最終的には動物実験により、その医療応用への可
能性を検討する。 

 

【期待される成果と意義】 

再生医療の実現のためには、幹細胞の精密な制御
とそれを組織形成させるための基材が必要となる。
本研究課題では、これまでにないペプチド進化分
子工学さらにアミノ酸を人工的に拡張した進化分
子工学という方法論を確立することにより全く新
しい基材結合性の成長因子タンパク質誘導体を創
成する。これらにより、成長因子の効果を長期間
に亘って有効にしたり、生理活性のない基材に活
性を付与したりすることができ、これまでにはで
きなかった医療応用が可能になる。 
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【研究期間と研究経費】 
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【ホームページ等】 
http://www.riken.jp/r-world/research/lab/wak

o/medical/index.html 
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